保言正とアフタ ー サ ー ビス •凝細 ！； jam 

ご不明な点や修理に関するご相談は 

修理に関するこ'相談ならびに、お取り扱い • お手入れに関するご不明な点は お買い上げの販売店にご相談ください。 


販売店に修理のご相談ができない場合 
東芝家電修理こ’相談センター 

m 0120-1048-41 受付時間： 365日 24 時間 

携帯電話からのご利用は ^.0570-06-41 14 (通話料：有料） 
PHS などからのご利用は0173 -38-31 68 (通話料：有料） 


お買い物 • お取り扱いのご相談 
東芝家電こ’相談センター 

通, 01 20-1048-86 受付時間： 365日 9:00 〜 20:00 

携帯電話 .PHS などからのご利用は 03-3426-1048 (通話料：有料） 
FAX でのご利用は 03-3425-2101 (通信料：有料） 


「東芝家電修理ご相談センター」は、東芝テクノネットワーク株式会社が運営しております。 

お客様からご提供し)ただし)た個人情報は、修理やご相談への回答、カタログ発送などの情報提供に利用いたします。 

利用目的の範囲内で、当該製品に関連する東芝グループ会社や協力会社にお客様の個人情報を提供する場合があります。 


保証書（別添） 補修用性能部品の保有期間 


»この東芝クリーナーには、保証書を別途添 
付しております。 

參保証書は、必ず「お買い上げ日•販売店名」 
などの記入をお確かめのうえ、販売店から 
受け取っていただき、内容をよくお読みの 
後、大切に保管してください。 

參保証期間はお買い上げの日から1年間です。 

詳しくは保証書をご覧ください。 


♦クリーナーの補修用性能部品の保有期間は製造打ち切り後6年です。 

• 補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。 


部品について 

«修理のために取りはずした部品は、特段のお申し出がない場合は弊社にて引き 
取らせていただきます。 

♦修理の際、弊社の品質基準に適合した再利用部品を使用することがあります 
♦部品共用化のため、一部予告なしに仕様や外観色を変更することがあります。 


修理を依頼されるときは 持込修理 

14ページに従って調べていただき、なお異常があるときは、電源を切り使用を中止し、必ず電源プラグをコンセントから抜いて、 
お買い上げの販売店にご連絡ください。 

■保証期間中は . 

保証書の規定にしたがって、販売店が修理させていただきます。 

なお、修理に際しましては、保証書をご提示ください。 

■保証期間が過ぎているときは . 

保証期間経過後の修理については、お買い上げの販売店にご相談 
ください。修理すれば使用できる場合は、ご希望により有料で修 
理させていただきます。 


■修理料金のしくみ 


修理料金は、技術料 • 部品代などで 
構成されています。 

I 故障した商品を IE 常に修復するための 
技祕料金です。 

部品代 修理に使用した部品代金です。 



東芝ホ-ムアプライアンス株式会社 

リビング機器事業部 

f101-0021 東京都千代田区外神田 2-2- 15 (東芝昌平坂ビル） 
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お掃除の前に 


お掃除のしかた 


お掃除の後に 





























安全上のご注意 


必ずお守りください 


»商品および取扱説明書にはお使いになるかたや他の人への危害と財産への損害を未然に防ぎ、安全に正しくお使いいただくために、 
重要な内容を記載しています。次の内容（表示•図記号）をよく理解してから本文をお読みになり、記載事項をお守りください。 


表示の説明 

「取り扱いを誤った場合、使用者が死亡または 
重傷* 1 を負うことが想定されること」を示し 

^ |=|ます。 

A ^ _ 「取り扱いを誤った場合、使用者が傷害* 2 を 

/!\ '.X ^負うことが想定されるか、または物的損害* 3 
e - L -^ f / L "' の発生が想定されること」を示します。 

* 1:重傷とは、失明やけが、やけど（高温+低温)、感電、骨折、中毒などで、後遺症が残る 
ものおよび治療に入院.長期の通院を要するちのをさします。 

*2 :傷害とは、治療に入院や長期の通院を要さない、けが、やけど、感電などをさします。 

* 3:物的損害とは、家屋 • 家財および家畜•ぺットなどにかかわる拡大損害をさします。 


② 

分解禁止 

0 

禁止 

〇 

100 V. 

15 A 以上 


プラグを 

抜く 

〇 

ほこりを 

とる 

⑩ 

水洗い 

禁止 

0 


絶対に改造はしないまた、修理技術者 
以外の人は、分解したり修理をしない 

火災•感電 • けがの原因になります。修理はお買 
い上げの販売店または東芝家電修理ご相談センタ 
_にご相談ください。 

電源コード、電源プラグが傷んだり、コンセ 
ントの差し込みがゆるいときは使用しない 

感電. シヨー ト.発火 
の原因になります。 ^ふ 


電源は交流1 00 V で、定格1 5 A 以上 
のコンセントを単独で使う 

火災 • 感電の原因になります。 [ j^r ^ 


ゴミ捨てやお手入れの際は、必ず電源プ 
ラグをコンセントから抜く 
また、ぬれた手で抜き差ししない 

感電.けが rSl ^ づ ぬれた手は、 

の原因になります。 


電源プラグとコンセントのほこりなどはプ 
ラグを抜き、定期的に乾いた布で拭きとる 

感電 • 発熱による火災 
の原因になります。 


本体 • ホース • 伸縮延長管•床ブラシ（回 
転部 • お手入れカパーをのぞく） • ワン 
タッチどこでもブラシ（ブラシ毛部をの 
ぞく）は絶対に水洗いしない 

感電 • 故障の原因になります。 


図記号の説明 

0 ® は、禁止（してはいけないこと）を示します。 

具体的な禁止内容は、図記号の中や近くに絵や文章 
禁止 で示します。 

• 籲は、指示する行為の強制（必ずすること）を示 
します。具体的な指示内容は、図記号の中や近くに 
指示絵や文章で示します。 

A △は、注意を示します。 

具体的な注意内容は、図記号の中や近くに絵や文章 
注意 で示します。 


Q 


〇 電源プラグは根元まで確実に差し込む 

差し込みが不完全ですと、 r -\ r ^ 

根元まで 感電 • 発熱による火災 \ 

差し込む の原因になります。 /1^ - . 


0 

禁止 


0 


_源コードは黄マーク以上引き出さない 
_源コードを傷つけない（無理に曲げない、 
引っ張らない、ねじらない、たばねない、加工 
しない、重い物をのせない、挟み込まない） 

電源コードが破損し、火災 • 感電の原因になります。 


¢3 d 根元まで！: 


電源コードを床ブラシの回転部に巻き込 
まなし〗 風 

電源コードの損傷により、 

火災 • 感電の原因になります。 


灯油、ガソリン、シンナーなどの引火性 
のあるもの、タバコの吸い殻などの火の 
気のあるもの、トナーなどの可燃物を吸 
わせない ね 

火災の原因になります。 

水まわりや風呂場での使用は絶対にしな 
し、 


水場での 感電の原因になります。 

使用禁止 



⑧ 

接触禁止 


床ブラシ•ブラシの回転部、自動停止装置な 
ど底面や、本体の排気口付近には触れない 

手など、けが • やけど ^ 

の原因になります。 ヴ〇^ 

特に小さなお子さま 
にご注意ください。 


ふたが開いているとき、ふたを持って本体を持ち上げない 

本体の変形および、けがの原因になります。 


引火性のもの（ガソリン、ベンジン、シ 
ンナー）の近くで使用しない 

爆発 • 火災の願になります。 


本体にあるホース差込口、ホース、伸縮延 
長管の接点にピンや金属類などを入れない 

感電 • 破壊の原因になります。 

ホースを持って本体を持ち上げなし、 

本体 • ホースの破損や本体が 

落下して床の傷つきの原因 

になります。_ 羞、 

本体に乗らない ^ 

本体 • ホースの破損、けがの原因 / 

になります。特に小さなお子さま 
にご注意ください。_ 

八ンドルを動かすときは、すきまに指を 
入れない 

指をはさんで、けがの 
原因になります。 


床ブラシ • ワンタッチどこでもブラシを床に強く押 
しつけたり、本体を急激に引っ張ったり、壁、家具 
などに強くあてない 

»床、たたみの傷つきや、壁、家具などへの色の付着防止の 

ため、力を入れずに片手で軽くすべらせてください。伸縮 

延長管に手をそえると伸縮延長管 • 床ブラシに無理な力が 
加わることがあります。 

»杉や檜などのやわらかく傷つきやすい木床や、床用ワック 
ス • つや出し床用洗剤をご使用の場合、床にこすり傷が発 
生することがあります。傷が気になる場合は本体の八ンド 
ルを持って掃除することをお奨めします。 

また、床ブラシは別売品のソフトフロアブラシのご使用を 
お奨めします。 

»砂ゴミの上で床ブラシを使うと、床に傷をつけることがあ 
ります。床ブラシの下側の車輪 • ブラシ起毛布に付着して 
いる砂ゴミは取りのぞいてください。 

»床ブラシの下側の車輪 • ブラシ起毛布が摩耗していると床， 
たたみに傷をつけることがあります。お掃除の前に点検し 
て、摩耗している場合は、使用しないでください。 


ホース、伸縮延長管の先端で直接お掃除しない 

•床が傷ついたり、故障の原因になります。 

破れたり、傷ついたホースを使わない 

♦感電の原因になります。 

掃除するときは電源コードを十分に引き出す 

»電源コードを黄マーク以上無理に引っ張ると、損傷する原 
因になります。 


このクリーナーは家庭用です 

•業務用には使用しない。 

»掃除目的以外には使用しない。 

つぎのものは吸わせない 

■水などの液体や湿ったゴミ。 

■ガラス、ピン、刃物など鋭利なもの。 

■多量の砂（ペット用砂、パウダー状の粉末など)、小石など 
目づまりするもの。 

■食品用ラップや包装用フィルムなどの通気性の悪いもの。 

攀異臭の発生や本体故障、ダストカツプの傷つきの原因にな 
ります。 


❶ 

プラグを 

持っ 

0 

禁止 

〇 

プラグを 

持っ 

プラグを 

抜く 

0 

禁止 

火気禁止 

〇 

まっすぐ 
に引く 


△注意 


電源プラグを抜くときは、電源コードを 
持たずに必ず先端の電源プラグを持って 

引き抜く Q ラグを持って!） 

プラグの刃が変形したり、 

電源コードが断線して感電 • - 

シヨート•過熱により発火の原因になります。_ 

吸込口をふさいで長時間運転しない 

過熱による本体の変形 • I , 

発火の原因になります。 

電源コードを巻き取るときは電源プラグ 
を持って行う a 〇； 

電源プラグがあたって 

けがの原因になります。 ^ 

使用時以外は、電源プラグをコンセント 

から抜く ( プラグを持って! ) 

けが.ゃけど. Ik 多@ 

絶縁劣化による感電， Sd ^ ^ 

漏電火災の原因になります。_ 0 _ 

排気口をふさがない ^ 

火災の原因になります。 


お願い 



火気に近づけない 

本体や電源コード等の変形に 
よるシヨ_卜 • 発火の原因に 
なります。 


電源コードは、まっすぐ引き出す 

電源コードを上に引っ張りながら r 

引き出すと本体の引き出し部と - - r -> 
電源コードがこすれて破損し、 

感電 • 発火の原因になります。 


ミ引ぎ出す 

(まつすぐ！） 

:と^ 


§ 0 «± 0 «±§ 0 


止 

禁 















八ンドル 
プリーツフィルター 


ダストカップ 



.く 



ちり落とし体 


ちり落とし機構 


-ちり落とし機構 

このクリーナーは、ハンドル連動のちり落とし機構を採 
用しています。 

ハンドルを上下に動かすたびに、自動的にプリーツフィ 
ルターのちり落としを行います。 

この機構により、従来よりも少ないお手入れで、強力な 
パワーが持続します。 


■八ンドル 






夢 1 . 



ちり落としの仕組み 


ダストカップ 


ソヤ ツタ ー - 

運転中は シャツ ターが閉まり 
ポケツト内にたまったちりが 
プリーツフィルターへ再付着 
するのを防ぎます。 


1 


wm 


-ポ斤、 V 卜 ープリーツフイルター 1 

落としたちりは底面のポケットにたまります。 

ダストカップのゴミ捨てのときに一緒に捨てられます。 


ヵタ 、※ハンドルを上下に動かすときの力 
タカタ音はちり落としの音で、異常 
ぬ卜 ではありません。 

—ちり落とし体 

' ir !^ r // 八ンドルを±下に動かす 

mil たびに、ち!3落とし体が 

卿 1 左右に移動してプリーツ 

フィルターのゴミを落と 
— します。 


r 

0 

八ンドルを動かすとき 

△注意 

は、すきまに指を入れ 
ない 

V 

禁止 

指をはさんで、けがの原 
因になります。 j 


►運転中は八ンドルが重たくなりますが、異常ではありません。 

>ちり落とし体には触れないでください。故障の原因になります。 
►運転中は必要以上に八ンドルを動かさないでください。 

(運転中に八ンドルを動かしても、ちり落としの効果はありません。 
►シャッターにゴミがはさまった場合は、取りのぞいてください。 


ゴミすてサイン 


ゴミを捨てる時期の目安をお知らせします。ゴミのたまり具合による風の通りにくさをセンサーで検知し、ゴミすてサインが点滅し 
ます。ゴミすてサインが点滅したらダストカップのゴミを捨ててください。それでもランプが消えない場合は、風路内、ダストカ 
ップのネット、プリーツフィルター等をお手入れしてください。そのままでご使用になると、モーターの保護のために自動的に吸 
込力が弱くなります。 に-ゴミすてサイン 


ジあまりゴミがたまっていません。 

赤点滅 ゴミがいっぱいか、フィルタ-が目づまりしています。 

XMjLfgr I マヽ _(吸込力が弱くなります）ゴミを捨てる、またはお手入れをしてください。 

♦綿ゴミなど風を通しやすいゴミは、ダストカップにいっぱいになっても点滅しないことがあります。 

♦フイルターに目づまりしやすい砂ゴミ、土ぼこりなどの粉ゴミや誤って吸い込んだ湿ったゴミは、ダストカップにいっぱ 
し M こならないうちに目づまりし点滅することがあります。 


♦吸込力を持続させるために、こまめにゴミを捨て、定期的にダストカップのネットを点検してください。 

• お手入れの頻度はゴ5の種類や使用頻度により異なります。 

♦延長コードを使用したり、他の家電製品と同一のコンセントでお使いになると電源電圧の低下により、フィルターお手入 
れサインが早く点滅する場合があります。定格 15 A 以上の単独コンセントで使用ください。 


お掃除の前に 
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お掃除のしかた 


電源コードをまっすぐ引き出し、電源プラグをコンセントに差し込む 


手元スイッチを押す 

このポタンは強/弱、エコ自動のどちらかのポタンが押され、運転しているときのみ使用できます： 

床ブラシの回転部の回転を「入/切」するとき r — ---^ 

VA / tJO / •床.たたみで静かにお掃除したいときは「切」にしてください。 （ D を押すごと I し「入—切」か 
を押す •「切」のときはエコ自動がはたらかなくなります。 1切り替わります。 ノ 

參ゴミが取りにくい場合は「入」にしてください。 


( D を押すごとに「入—>切」が 
切り替わります。 




「強」でお掃除するとき 


• じゅ5たんなどほし)卩及2力がめまなとぎに彳吏ほします。 

「弱」でお掃除するとき 


(S/S) 

を2回押す 


@を押すごとに「強* 
切り替わります。 


►弱」が 


>カーテンなど吸い付いて操作がしにくいときのお掃除に使用します。 
>すき間ノズルを使ったお掃除に使用します。 


@) 

を押す 


「エコ自動」でお掃除するとき 

I *ゴ5のたまり具合に適した吸込力にコント □_ ルします。 

* 移動時など床ブラシを持ち上げたとき、床ブラシをはずしたときは、吸込力を弱めます。 

參ワンタッチどこでもブラシ、ワンタッチ手元ブラシを使用するときは、 G 虽」またはをご使用ください。 

連転を止めるとき 

※電源プラグがコンセントに差し込まれていると、「切」のときでも約 2 W の電力を消費しています。 


•大きめの紙片や包装用フイルムなどは、お掃除の前にあらかじめ拾ってください。 
coimim J 〆 ダストカップや床ブラシの風路につまる場合があります。 _ _ _ 


狭いところの 
お掃除 

手元をひねり床 
ブラシの向きを 
変えると、狭いと 
ころのお掃除が 
でぎます。 


低いところのお掃除 
♦手元を下げると低いとこ 
ろのお掃除がでぎます。 

♦手元をひねるとより奥ま ，•-ク 
でお掃除できます 。> 
/ジ〆 クルッ i 


床のお掃除 

床の傷つき防止 
のため、 板目にそ 
つて 片手で軽くす 
ベらせます。 


,- 一^たたみのお掃除 

じゅ5たんのお除 I たたみの傷つき防止のため、 

♦毛足が長いじゆうたんでは、「強」でお使いになると吸込力が 
強ぐ操作が重い場合があります。 その場合は「弱」でお使いく すま 1 。, 

參新しし)じゆうたんでは、ダストカップが遊び毛でいっぱいになり 
ますが、使っているうちに遊び毛は徐々に少なくなります。 
v _ y V_ , 

* 大きなゴミなどを急激に吸いつかせた場合、 操作を軽くするため吸込力を弱めます。 
♦一度に多くの家電製品をお使いになるなどして電源電圧が低いときは、吸込力が弱 
<なることがありますが故障ではありません。 


♦大きなゴミを吸いつかせたまま 約 3 
分間使用すると、 モーターの過熱を 
防ぐため、 運転が止まります。 この 
ようなときは、ゴミを取りのぞき手 
元スイッチを押してください。再び 
ご使用になれます。 

♦狭いところや低いところのお掃除 
をするときは、スタンドストッパー 
が床面、家具などにあたらないよろ 
注意してください。 

また、床ブラシを家具や壁にぶつけ 
たり、手元部を下方に無理に押しつ 
けないでください。床ブラシが破損 
することがあります。 

♦表面が固く、凹凸したコンクリート 
床などで使用しないでください。床 
ブラシの下側の車輪 • ブラシ起毛布 
が摩耗していると、床 • たたみに傷 
をつけることがあります。 

♦お掃除の前に、床ブラシの下側の車 

輪 • ブラシ起毛布が摩耗していない 

か点検してください。摩耗している 

場合は床ブラシを使用しないでくだ 

さい。 車輪 

ブラシ起毛布丨 


フフソ起毛也 
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付属品の使いかた 



床ブラシについて 


この床ブラシには、自動停止装置がついており、床ブラシを床面に置く 
と回転部が回転し、床面から浮かすと安全のため回転部が止まります。 

»床ブラシを振ると「カラン」と音がしますが、自動停止装置のボールとレバーの 
作動音で故障ではありません。 

»床ブラシは、床面にゆっくりとおろしてご使用ください。落とすように使用する 
と、自動停止装置がはたらき、回転部の回転が止まることがあります。 

•ホットカーぺットや毛足の長いじゅうたん、毛の密度の高いじゅうたんなどじゅ 
うたんの種類によっては、回転部の回転が止まることがあります。このようなと 
きは、@を押し、運転を止め再び@を押してお使いください。 


ワンタッチどこでもブラシの使いかた 


① （ D を押して運転を止め、床ブラシを足で軽く押さえる 

② 伸縮延長管を前に倒しながら、グリップを上に引き上げてはずす 

③ 手元スイッチを押して使う 






お掃除のしかた 


(つづく）7 











付属品の使いかた(っづき) 


すき間ノズルの使いかた 


通常は、 （§) を2回押し、「弱」で使う 

※強い吸込力でお掃除するときは、 GS /弱) を1回押し、「強」でお使いください。 


すき間ノズルのセツトと収納 

ホースにセツトするとき 

① すき間ノズルを矢印の方向へスライドさせてはずす 

② ホースの先端にしっかりねじ込む 




ホースに 収納するとき 

① ホースの先端からすき間ノズルをはずす 

② すき間ノズルを矢印の方向へスライドさせ、前と後ろの穴 
を手元スイッチの裏側のフックにしっかり差し込む 





* すき間ノズルは、ホースの手元スイツチ部の下側に収納できます。 
* 伸縮延長管の先にもセツトして使用できます。 

■すき間ノズルは衝撃により収納状態でもはずれることがあります。 
■「強」で使用すると、保護装置がはたらくことがあります。 

* 「強」で使用すると、急激にホースが縮むことがあります。 


、前と後ろの 
，前と後ろの穴< 



前の穴をカチッと音が 
するまで差し込む 


♦床などに使わないでください。傷をつけることがあります。 

»20分以上続けて使用しないでください。モーターに負担がかかります。 

參すき間ノズルをフックから無理にはずさないでください。フックが変形して収納できなくなります。 


ティッシュペーパーの取り付けかた 


籲プリーツフイルターにティッシュペーパーを取り付けることができます。 


①ダストカップからプリーツ ②プリーツフイルターにテイッシュペーパー ③プリーツフイルターをダストカップに 

フィルターを取りは市才 をのせ、テイツシユおさえではさみこむ 取り*(寸ける 



»プリーツフイルターにティッシュペーパーを取り付けると、フィルター への 繊維ゴミやちりの付着が減り、フィルターの 
お手入れを軽減できます。 


>テイツシュぺ_パ_を取り付けると通常より早くゴ5すてサインが点滅します。ゴ5すてサインが点滅したらダストカツ 
プの中のゴミを捨て、テイツシュペーパーを取り替えてください。それでもランプが消えないときはフイルターのお手入 
れをしてください。 

1 ぬれたテイッシュぺ_パ_は使用しないでください。故障の原因になります。 

>ゴミ捨てのときにティッシュべーパーを新しいものに交換してください。 
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ゴミの捨てかた 

お掃除が終った5こまめにゴミを捨てましよう。 

»ゴミがたまってくると吸込力が低下します。 


ゴ5すて 
レノ、- 




ダストカップ八ンドル 



お手入れ 
ブラシ 

-突起部 


ダストカップ 


※ゴミを捨てる前には®を押して運転を止め、 電源プラグを抜き、ホースをはずしてください。 

ホースを付けたままにすると、ダストカップを取り出すときにふたが閉まり、けがをすることがあります。 
*ゴ5の種類により少量のゴ5でも吸込力が弱くなる場合があります。このようなときは、ダストカップのゴ5を捨て、 
ネットのゴミを取りのぞき、プリーツフイルターのお手入れをしてください。 


八ンドルを上下に5回 
程度動かし、プリーツ 
フイルター のちり落し 
を行う 


八ンドル 


ふたを開け、ダストカップを取り出す 

① ホースをはずし、本体をおさえ、ふたクランプを引い 
てふたを開ける 

② ダストカップを取り出す 

^ダストカップ ダストカップ 

クランプ② n 您 



ゴミすて 
レバ’ 一 "^ 



終" 


お手入れブラシ 





\ _ . 

'.•'• 合 ^^ 


\r 

カップ側面を 
軽くたたく。 


ゴ^容器 


ゴミ容器 


>ダストカップの底面は直接手で開けられません。ゴミを捨 
てるときは必ずゴミすてレノ（一を押してください。 

>ダストカップの底面には無理な力を加えないでください。 
はずれることがあります。 


»お手入れブラシはダストカップの突起部にはさ 
んで収納してください。 


お手入れブラシ 
突起部， 


4 ダストカツプの底面を手で戻しカチ 
ツと音がするまではめ込む 



■ 曙 

_お手入れブラシ」 

* 本体からダストカップを取り出すとき、ゴミすてレパー 
_を押さないでください。ゴミがこぼれます。_ ノ 

3 ダストカップを大きめの紙袋（ポリ袋）や、 
ゴミ容器の中に入れ、ゴミすてレバーを 
押す 

»ダストカップの底面が開き、中のゴミが捨てられます。 
«ゴミを捨てる前にダストカップ側面を軽くたたくと、ゴ 
ミが落ちやすくなります。 

»ネット面に付着しているゴ5は、お手入れブラシで取り 
のぞいてください。 


( カチッ { 



本体にダストカップをのせ、ふたを 
閉める 

① 本体にダストカツプをのせる 

② 本体をおさえながらふたを閉める 


ダストカップ 



本体に収納 
確認 



( カチッ f 



* ふたで指をはさまないよう注意してください。 
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お手入れ 


ゴミを捨てても吸い込みが弱いときは、プリーツフィルターのお手入れをしてください。 

※お手入れの際には®を押して運転を止め電源プラグを抜き、ホースをはずしてください。 

* 本体からダストカップを取り出し、ゴミを捨ててください 。^ 




プリ ーツフィルターの お手入れ 



プリーツフィルターをはずし、水洗いする 

① つまみをもち、フィルターをはずす 

② 水洗いをする 

( T ) ノーつまみ 


プリーツ 
フイルタ- 


容器に水をため、水中でフィルター 
をはずすとホコリがたちません。_ 

»プリーツフィルターを広げながらお手入れブラシで洗 
つたり、容器に水をため、つけ置き洗いをするとゴミが 
落ちやすくなります。 



お手入れ 
ブラシ 



-プリーツ 
フイルター 


>プリーツフイルターのお手入れには付属のお手入れブ 
ラシ以外のものを使わないでください。破損の原因に 
なります。 


ダストカップ • 中カップのお手入れ 


ダストカップ内の中カップをはずし、水洗いする 

① ゴミすてレパーを押し、底面を開く 

② 中カップのつまみを持ち、はずす 

③ ダストカップ•中カツプを水洗いする 


ゴ S すて_ 
レバー 



タストカップ 


中カップ 





-ダストカップ 


中カップ 


3 


十分な乾燥を確認して、中カップ • プリーツフィルターをセットする 

①ダストカップの内側のガイドに沿って中カップをセツトする 


②プリーツフィルターをセツトする 


② 





10 


本体.付属品 


ワンタッチどこでもブラシ 


ワンタッチどこでもブラシ（接続管）を持ち、 
ブラシ毛部を前方へ軽くひねりながらはずす 


ワンタッチ 
どこでちブラシ 
(接続管）- 



-ブラシ毛部 


洗えません 


洗えます 


水洗いをし、十分に乾燥させる 




接続管は、水洗いしないでください。 


ブラシ毛部の突起部がある方を上にして、接続管にかけてカチッと音が 
するまではめ込む 


f 突起部 



* 吸込力を持続させるために、定期的に点検してください。 

(お手入れの頻度はゴ5の種類や使用頻度により異なります。） 

* フィルターは強く弓 I っ張らないでください。破損の原因になります。 

* 性能•品質を保証できませんので、洗剤•漂白剤などを使用したり、洗濯機で洗ったり、暖房器具、ドライヤーで乾かさ 
ないでください。 

* 水洗い後、プリーツフィルタ_ _ダストカップ • 中カップにゴミが残ったまま乾燥しますと、臭いが発生することがあり 
ます。 

* お手入れ後は、必ず十分に乾燥させてからセットしてください。ぬれたままご使用になると故障の原因になります。 

(乾燥時間は、日陰の風通しの良い場所で、約1日 （24 時間）が目安です。） 

* プリーツフイルタ_ • 中カップは必ず取り付けてください。故障の原因になります。 

(プリーツフイルターを付け忘れるとふたが閉まりません。） 


本体や付属品が汚れたときは、水または 
中性洗剤をふくませた布でふく 

拳ベンジンなどでふくと、ひび割れ • 変形 • 変色の原因 
になります。 






/ 


(つづく）11 
















お掃除終了後は 

お掃除終了後は電源プラグをコンセントから抜いて 
ください。 

① 電源プラグを持ち、電源コード卷取りポタンを押しながら 
電源コードを巻き取る 

② 卷き取れない場合は、電源コードを1〜 2 m 引き出して 
ふたたび巻き取る 



»運転停止直後は電源プラグや排気口付近が熱くなって 
いることがありますので、ご注意ください。 


① 伸縮延長管を縮める 

② 伸縮延長管を1回転させ、ホースを巻きつける 

③ 床ブラシをすべらせながら本体側に引く 

④ スタンドストッパーを本体の穴に差し込む 





>収納状態で持ち運ばないでください。スタンドストッ 
パーがはずれることがあります。 

»標準付属品の床ブラシを取り付けて、収納してくださ 
し)。それ以外（別売品など）で収納状態にすると、ス 
タンドストッノ V °_ がはずれることがあります。 


スタンド収納 


お手入れ(っ づき） 

△警告 

く 


本体 • ホース_伸縮延長管 • 床ブラシ（回転部_お手入れカバーをのぞく） • 
ワンタッチどこでもブラシ（ブラシ毛部をのぞく）は絶対に水洗いしない 

感電•故障の原因になります。 , 

床ブラシ 


お手入れは、伸縮延長管から取りはずしておこなってください。 

週1〜2度、お掃除の最後に点検し、回転部や車輪にゴミがからみついている場合や汚れが気になる場合はお手入れしてください。 
回転部にゴ5がからみつくと、回転部が回らなくなります。 


1 


床ブラシを裏返し、お手入れカバーを 
はずす 

① 溝にコインを入れ、「ひらく」の位置に合わせる 

② お手入れカバーの後ろ側を持ち上げる 

③ 前方向に引き抜く 

溝 



2 


回転部をはずす 

① 回転部を持ち上げる 

② ベルトを取りはずす 

③ 矢印の方向に抜く 





3 


ゴミを取りのぞく 

① 回転部に糸くずや毛 • ぺット毛などがからみついた 
ときは、はさみで切り、取りのぞく 

② 自動停止装置にからみついたゴミ、車輪のまわりに 
入ったゴミは、ピンセツトで取りのぞく 


回転部 



隹ゴミがたまったままお使いになると、車輪が回らず、床、 
たたみを傷つけることがあります0 




>床ブラシの風路内にゴミが 
たまっていると、ゴ5すて 
サインが点滅する場合があ 
ります。使い古しの割りば 
しなどで取りのぞいてくだ 
さい。 



風路_ 


割りばし 


4 


回転部*お手入れカバーを水で洗い、 
陰干しして十分に乾燥させる 

お手入れカバ'— 


回転部 





フフソ起毛布 


自動停止装置 


►回転部の軸受部には注油しないでください。回転不良の原因になります。 mm 

* 回転部、お手入れカノ（一 以外は水洗いしないでください。 

故障の原因になります。 

>洗剤、漂白剤などを使用しないでください。 お手入れ カバー 

►毛のかたいブラシで洗わないでください。 

>暖房器具、ドライヤーなどで乾かさないでください。 

»回転部のギアは確実にベ)レトに取り付けてください。 

ギアが入っていないと回転部は回りません。 

>床ブラシ下側の車輪•ブラシ起毛布が摩耗していると床•たたみ_じゆうたんに傷をつけることがありますので、お掃除の前 
に点検してください。摩耗しているときは、床ブラシを使用せず、お買い上げの販売店を通じて交換してください。（有料） 

► お手入れ後は十分に乾燥させてください。ぬれたままでご使用になりますと故障の原因になります。（乾燥時間は日陰の 
風通しの良い場所で約1日 （24 時間）が目安です。 


フフシ起毛帝 
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十分な乾燥を確認して、回転部を取り 
付ける 

① 回転部を穴に差し込む 

• 回転部には方向性がありますので、逆向きには差し込めません。 

② ギアにベルトをかける 

③ 回転部を取り付ける 



ベルト 
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お手入れカバーを取り付ける 

① お手入れカパーの凹部をつめにかける 

② お手入れカバーの凸部を穴に入れる 

③ 溝にコインを入れ、「しまる」の位置に合わせる 


②凸部 





' お手入れカノ（一は、必ず取り付けてご使用ください。 
' お手入れカノ（一に無理な力を加えないでください。 


お掃除の後に 


2 
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このようなときは 


△警告 



分解禁止 


絶対に改造はしないまた、修理技術者以外の人は、分解したり修理をしない 

火災•感電 • けがの原因になります。 

修理はお買い上げの販売店または東芝家電修理ご相談センターにご相談ください。 


修理 サービスを 依頼する前に 

♦ご使用中に異常が生じたときは、電源プラグを抜き、約15秒後にふたたび差し込んで動作を確認してください。 
それでも異常が直らないときは、次の点をお調べください。 


このよ 5 なときは 1 

► 調べるところ I 

► 直しかた 

参照べ-ジ 

運転しない 

• ホースが本体に差し込まれていますか。 

4しっかり差し込んでください。 

4 


♦ダストカップがゴ5でいっぱいになったり、ホース • 
伸縮延長管にゴ5がつまっていませんか。 

4本体の保護装置がはたらいています。 

15 


• 床ブラシにゴミが吸い付いていませんか。 

4本体の保護装置がはたらいています。 

15 

運転音がかわる 

*ゴミがいっぱいたまったままお使いになると、本体 
保護のため吸込力を弱める機能がはたらく場合があ 
ります。 

4マイコンによる制御で異常ではあり 
ません。 

5 

吸込力が弱い 

• ダストカップがゴミでいっぱいになっていませんか。 

4ゴミを捨ててください。 

9 


* ダストカップ•中カップ_プリーツフイルターの汚れ 
がひどくありませんか。 

4お手入れしてください。 

10〜11 


• ゴミすてサインが点滅していませんか。 

4お手入れしてください。 

5 J 0-11 


* ホ_ス_伸縮延長管_床ブラシにゴミがつまっていませんか。 

4ホース_伸縮延長管 • 床ブラシをはずしてゴミ 
を取りのぞいてください。 

4 


* プリ_ツフイルターを付け忘れていませんか。 

4取り付けて、ふたをしっかり閉めてください。 

10 


籲水などの液体か湿ったゴミを吸い込んでいませんか。 

4お手入れしてください。 

10〜13 


•水洗い後、十分に乾燥されていますか。 

4風通しのよい日陰で十分に乾燥させてく 
ださい。 

10〜13 

床ブラシの回転部が 

籲回転部のまわりに糸くずがたくさん巻きついていませんか。 

4取りのぞいてください。 

12〜13 

回転しない 


床ブラシの保護装置がはたらいています。 

15 


* 大きなゴミか、薄い敷物を巻き込んでいませんか。 

■-床ブラシの保護装置がはたらいています。 

15 


• 自動停止装置にゴミがついていませんか。 

4取りのぞいてください。 

12〜13 


* 回転部のギアがベルトに入っていますか。 

—回転部を取り付け直してください 

12〜13 


* ブラシ本体とお手入れカパーの間にすき間ができて 
いませんか。 

4お手入れカパーを取り付け直してくだ 
さい。 

12〜13 


* 安全のための自動停止装置がはたらいていませんか。 

-►床ブラシをいったん持ち上げ'てゆっくり 
おろしてください。 

7 

電源コードが 

* 電源コードが片よって巻き取られていませんか。 

— 1〜 2 m 引き出してふたたび巻き取ってください。 

13 

巻き取れない 
引ぎ出せない 

♦電源コードがからんでいませんか。 

— 電源コード巻取りボタンを押しながら 
「巻き取る」「引き出す」操作を2〜3回 
くり返してください。 

13 

ホースが絡む 

* 床ブラシに大きなゴミが吸いついていませんか。 

—ゴミを取りのぞいてください。 

12〜13 

(または自動的に 

* ホ_ス • 伸縮延長管 • 床ブラシにゴミがつまってい 

-►ホース • 伸縮延長管 • 床ブラシをはず 

4 

停止した） 

ませんか。 

して、ゴミを取りのぞいてください。 



それでも異常のある場合は、16ページの保証とアフターサービスをご参照ください。 

參ご使用中、本体及び電源コード、排気風が熱く感じられてきますが異常ではありません。モ_夕_の熱のためです。 

_ゴ5がたまってくると、吸込力を保つためにモーターの回転数が高くなり、音が少し大きくなりますが異常ではありません。、 
ダストカップ • 中カップ • プリーツフイルターをお手入れしてください。 

參ご自分での修理は、危険な場合がありますから絶対にしないでください 。 U り'-っ 
籲電源プラグをコンセントに差し込むとき、火花が散る場合がありますが、故障ではありません。 


保護装置について 


モーター の過熱を防ぐため、本体内部および床ブラシ内部に保護装置がついています。 
次のようなとき、保護装置がはたらきますのでお手入れをしてください。 


本体の保護装置がはたらくとき 


本体のモーターの過熱を防ぐため、本体の運転が自動的に止まります。 


このよ5なとき 

* ダストカップがゴミでいっぱいのまま運転し続けたとき 

砂ゴミ、誤って吸い込んだ湿ったゴミなど、吸込む 
ゴミの種類によっては、ダストカップがいっぱいに 
なる前に、保護装置がはたらくことがあります。 

* ホースや伸縮延長管や床ブラシなどにゴミがつまったま 
ま運転し続けたとき 

• すき間ノズルを使用して運転し続けたとき 
♦夏期など室温が 35° C を超えるとき 
♦吸込口や排気口をふさいで運転し続けたとき 
• ゴ5すてサインが点滅したまま使用したとき 



直しかた 


① 手元スイッチの®を押し、電源 
プラグをコンセントから抜く 

② ゴミを捨てるか、またはホース、 
伸縮延長管、床ブラシなどにつまつ 
たゴミや排気口などをふさいでいる 
物を取りのぞく 

③ 涼しい場所におく 



約1時間後、保護装置が解除され、再び使用できます。 


床ブラシの保護装置がはたらくとき 

床ブラシのモーターの過熱を防ぐため、回転部（ブラシ）の回転が自動的に停止します。 

このようなとき 

•回転部（ブラシ）を回転させたまま同じ場所に放置し 
たり、床に強く押しつけたとき 
•回転部（ブラシ）に異物を巻き込んだとき 
* ホットカーぺットや毛足の長いじゅうたんで使用したとき 

► 

直しかた 

手元スイッチの@を押し、床ブラシを伸縮延長管からはずし、 

床ブラシに巻き込んだ異物を取りのぞきます。 

約 10 分後、保護装置が解除され、再び使用できます。 


抗菌の効果 

部品名 抗菌の確認を行った ii 


部品名 

抗菌の確認を行った試験機関 試験方法試験結果抗菌の方法 

抗菌の処理を行っている部品の名称 

床ブラシ 

(財）日本化学繊維検査協会 

JIS L 1902 

99%以上 

繊維に付着 

ブラシ毛 

プリーツフィルター 

(財）日本紡績検査協会 

JIS L 1902 

99%以上 

繊維に付着 

不織布 

ゼオライトフィルター 

(財）日本食品分析センター 

JIS L 1902 

99%以上 

繊維に付着 

不織布 

フラポノイドフィルター※ 

(財）日本食品分析センター 

JISZ 2801 

99%以上 

繊維に含浸 

不織布 


※その他の効果 

抗ウイルスについて：試験機関/(財）日本食品分析センター、試験方法/ウイルスに対する効力試験、試験結果/99%以上 
抗ダニ_スギ花粉について:試験機関/東京農工大学、試験方法/ウ I スタンプ□ット法、試験結果/99%以上(ダニ)97%以上(スギ花粉) 


仕様 


電源 

消費電力 

外形寸法 

貝里 

吸込仕事率 

運転音 

集じん容積 

電源コードの 
長さ 

長さ 

幅 

高さ 

100 V 

50-60 HZ 

共用 

1000 W 
〜約1 60 W 

352 

mm 

266 

mm 

250 

mm 

6.4 kg 
ホース.\ 
伸縮醒管. 

\床ブラシ含む j 

| 

560 W 〜約 50 W 

61 dB 

〜約 50 dB 

0.7 L 

5 m 


の 

よ 

ラ 

な 

と 

ぎ 

は 
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手元スイッチ「強」にて消費電力1000 W 、 吸込仕事率 560 W 、 運転音6 Id 巳 

♦この商品は、日本国内用に設計•販売しています。電源電圧や周波数の異なる国では、使用できません。 
海外での修理や部品販売などのアフターサービスも対象外となります。 
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